
Title 18世紀フランスにおける描写詩の発展とルソー
Sub Title The evolution of the descriptive poesy and Rousseau in the 18th Century France
Author 井上, 櫻子(Inoue, Sakurako)

Publisher
Publication year 2011

Jtitle 科学研究費補助金研究成果報告書 (2010. ) 
JaLC DOI
Abstract 本研究は、ジャン=ジャック・ルソーの人間論と18世紀フランスにおける描写詩の発展との関連に

ついて探るものである。研究代表者は、フランス文学史において今まであまり光を当てられるこ
とのなかった描写詩というジャンルに属する作品に注目し、思想的議論と詩的創造との関連を探
った。このようにして、ロマン主義の詩的精神が、さまざまな思想家や作家の間の協力関係、お
よび対立関係から形成されることを明らかにした。

Notes 研究種目 : 若手研究(B)
研究期間 : 2008～2010
課題番号 : 20720091
研究分野 : 人文学
科研費の分科・細目 : 文学 ヨーロッパ文学(英文学を除く)

Genre Research Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KAKEN_20720091seika

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


 

様式C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23年６月８日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究は、ジャン＝ジャック・ルソーの人間論と 18世紀フランスに
おける描写詩の発展との関連について探るものである。研究代表者は、フランス文学史におい

て今まであまり光を当てられることのなかった描写詩というジャンルに属する作品に注目し、

思想的議論と詩的創造との関連を探った。このようにして、ロマン主義の詩的精神が、さまざ

まな思想家や作家の間の協力関係、および対立関係から形成されることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This research examines relations between Rousseau’s anthropology 
and the evolution of the descriptive poesy in the 18th century France. We focused our 
attention to works belonging to the descriptive poesy, genre rather neglected in the history 
of French literature until today, and investigated relations between philosophical debates 
and poetic creation. In this way, we revealed that the poetic spirit of romanticism is 
formed through cooperation as well as conflict between different philosophers and 
authors. 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2009年度 700,000 210,000 910,000 

2010年度 600,000 180,000 780,000 
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  年度    

総 計 2,300,000 690,000 2,990,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学 ヨーロッパ文学（英文学を除く） 
キーワード：仏文学 美学 哲学 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、研究代表者がパリ＝ソルボンヌ
大学（パリ第４大学）にて執筆し、2005 年
２月に審査を受けた博士論文『ジャン＝ジャ
ック・ルソーにおける夢想の哲学的意味(La 
Valeur philosophiques de la rêverie chez 
Jean-Jacques Rousseau)』（同大学博士号
（Ph. D）取得）の内容を発展させることを
目的としたものである。この論文は、ルソー

における夢想の概念に注目しながら、1760−
70 年代の描写詩の発展がルソーと百科全書
派の哲学者、とりわけディドロとの間に展開
された道徳性と快楽に関する思想的論争と
密接な関係にあると示すことにより、「18 世
紀は哲学の世紀であり、詩的精神は死滅し
た」という従来のフランス 18 世紀について
の考え方に疑義を差し挟もうとするもので
ある。 
 描写詩については、日本国内では文献の入
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手が困難であることからほとんど研究が進
んでいないことは言うまでもない。しかしさ
らには、フランス本国においても、エドゥア
ール・ギトンの『ジャック・ドリールと 1750
−1820 年のフランスにおける自然の詩』や、
年刊誌『ルーシェ、アンドレ・シェニエ研究』
に収められた論文以外に、まとまった研究が
いまだ存在しないのが現状である。確かに、
啓蒙の世紀における美学の変遷の過程を探
ろうとする試みは、ジャック・シュイエ『啓
蒙の美学』や、アニー・ベック『近代フラン
ス美学の生成―古典的理性から創造的想像
力へ 1680−1814―』などの研究書において
既におこなわれている。特に、後者は 18 世
紀における美学的知識を網羅した大著であ
るが、カヴァーする範囲があまりにも広いた
めに、やや概説的な性格が強いと言える。特
に、この著作の第３巻は、「詩的理性へ」と
題されているにもかかわらず、詩人について
はわずかにアンドレ・シェニエに言及がある
のみである。したがって、本研究代表者が博
士論文で試みたように、18世紀後半に時代を
絞り、啓蒙思想家の提示する美学論、人間論
との関連から描写詩を分析しようとするも
のはほとんど存在しない。そのような事情か
ら、本研究代表者は、博士論文執筆時と同じ
方向性で研究を継続することとした。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 描写詩というフランス文学史研究上等閑
視されて来たジャンルの作品群に目を向け、
それらをルソーやディドロといった思想家
の著作と関連づけることにより、今まで光を
当てられることのなかった 18 世紀の韻文の
重要性を浮き彫りにする。 
 
(2) 描写詩という今まであまり研究がなされ
なかった分野との関連性から、18世紀の代表
的思想家の作品を読み直し、新たな解釈の可
能性を提示する。 
 
(3) 啓蒙思想家の提示する感受性論、美学論
が描写詩の発展に与えた影響を探りながら、
フランス文学史とフランス美学史の二つの
研究分野を関連付け、前ロマン主義時代にお
ける新たな美意識の誕生と創造行為との関
連を明らかにする。前ロマン主義時代におけ
る美学と文学の関連に焦点を当てた研究書
はあまり存在しないが、あらゆるジャンルに
同時代的に顕在化したロマン主義という美
意識の誕生と創造行為との関連については、
文学史と美学史という二つの研究分野を関
連づける考察が必要だからである。 
 
(4) フランスの文学界、思想界に考察の対象
を絞るのではなく、崇高論の大陸への受容と

描写詩という問題に注目しながら、イギリス
文学、思想とフランス文学、思想との比較検
討をおこない、さらにはドイツのロマン主義
美学についても調査を進める。このような方
法により、ロマン主義時代における文化の超
域化現象と同時に、さまざまな国の文化、精
神性の独自性を示すことを目指す。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 18世紀後半におけるフランス詩学の発展
に関する研究調査に必要な資料は、日本では
ほとんど入手不可能である。そのため、2008
年度から 2010年度の各年度につき、２、３
週間ほどフランスに滞在し、フランス国立図
書館、フランス学士院図書館で研究調査をお
こなった。特に力を入れたのが、18世紀後半
に活躍した詩人たちが、ルソーや百科全書派
の思想家たちの美学論、および人間論をどの
ように受容したかという問題に取り組むた
めの資料を収集することである。 
 
(2) 国内でおこなわれている 18世紀フラン
ス文学に関連する研究会に参加し、研究代表
者が単独で研究を遂行する上で、おもに首都
圏の 18世紀研究者からの助言を受けた。 
 まず、平成 20年度は、桑瀬章二郎氏（立
教大学准教授）とともに、首都圏の若手 18
世紀研究者（おもにフランスや日本で博士論
文を完成、あるいは間もなく完成予定のルソ
ー研究者）を集め、『新エロイーズ』の読解
を目的とした研究会を主宰した。この研究会
を通して、ルソー研究に応用可能な最新の方
法論について検討することができた。 
 また、平成 20年度から慶應義塾大学にて
開催されている『百科全書』研究会（主宰は
中部大学教授 鷲見洋一氏）にも参加し、デ
ィドロをはじめとする百科全書派に関する
研究動向についての情報を得た。 
 
(3) 研究代表者は、本研究課題以外に、科学
研究費補助金の助成を受けた研究課題の遂
行に携わることにより、技術面での貴重な助
言を受けた。 
 まず、平成 20年度は基盤研究(A)「フラン
ス文学における総合的生成研究―理論と実
践」（研究代表者：京都大学大学院文学研究
科教授 田口紀子氏）に連携協力者として参
加した。国際的に高い評価を受けた生成研究
の専門家との意見交換を通して、18世紀以前
の作品に関する生成研究の方法について考
察することができた。 
 加えて、平成 20年度から基盤研究（B）「フ
ランス『百科全書』研究」（研究代表者：中
部大学教授 鷲見洋一氏）に研究分担者とし
て参加した。これは『百科全書』のデジタル
化を目的としたものである。この研究プロジ



ェクト参加メンバーからは、『百科全書』と
いう膨大な資料体の扱いについて有益な助
言を受けた。 
 
(4) 国内の研究者のみならず、フランス本国
の研究者からも研究支援を受けた。 
 ルソー研究の現状については、特にフラン
ス国立科学研究センター・ルソー研究班班長
のタンギー・ラミノ氏との意見交換を通して、
『新エロイーズ』にみられる自然描写と描写
詩との関連について考察を深めた。また、ラ
ミノ氏主宰のルソー研究班セミナーでの研
究発表、およびその後の討議は、ルソーの自
伝にみられる自然描写と西欧の田園詩の系
譜との関連について検討を進める貴重な契
機となった。 
 また、アンシャン・レジーム期の韻文研究
については、おもにシルヴァン・ムナン氏（パ
リ第４大学名誉教授）、およびアラン・ジェ
ヌティオ氏（ナンシー第２大学教授）と緊密
に連絡を取り、本国での研究の現状について
常に確認するよう努めた。その結果、ジェヌ
ティオ氏編集の論文集『詩の礼賛』にサン＝
ランベールの『四季』にみられるバークの影
響に関する研究成果の一端を示す機会を得
た。 
 
４．研究成果 
 
(1) まず、感受性と快楽をめぐる百科全書派
とルソーの思想的論争について、主たる問題
系を整理し、さらに、そのような論争が『新
エロイーズ』における夢想の概念にどのよう
に反映されているかを検討した。その成果は、
「５．主な発表論文等」［雑誌論文］②にま
とめられている。査読有のフランスの学術雑
誌に掲載が許可されていることから、研究代
表者の考察は、妥当性のあるものとして認め
られていると考えられる。 
 
(2) 次に、感受性と快楽をめぐって百科全書
派とルソーが展開した論争の中にサン＝ラ
ンベールやルーシェなど描写詩を手がけた
詩人の感受性と快楽に関する考え方を位置
づけることを試みた。 
 「１．研究開始当初の背景」に挙げた博士
論文では、おもにルソーが描写詩を手がけた
詩人たちに与えた影響について検討したが、
本研究課題遂行中には、むしろ、同時代の自
身たちが世に問うた自然の歌が、自然のタブ
ローを紡ぎだそうとするルソーに与えた影
響について検討を進めた。その結果、従来、
フランス文学に自然描写の美学を導入した
のはルソーであると考えられて来たものの、
実際には、自然の礼賛という主題はルソー独
自のものとは言えないことが明らかになっ
た。ルソーはむしろ、同時代の詩人たちの間

で田園生活の礼賛という主題が流行してい
たことを意識し、この主題を彼独自の人間論
にかなうような形に変奏してみせたと考え
られるのである。研究代表者は、『新エロイ
ーズ』における自然描写と描写詩との関係に
注目しながら、この事実を論証しようと試み
た。その成果は、「５．主な発表論文等」に
挙げた［学会発表］①、②、③で報告すると
ともに、［雑誌論文］③、⑤にまとめられて
いる。特に、フランス国立科学研究センタ
ー・ルソー研究班セミナーで発表した際、現
地の 18 世紀研究者から高い評価を得た。し
たがって、今後もこの方向性で考察を深めて
ゆきたい。 
 
（3）ロマン主義時代における文化の超域化
現象、およびそれぞれの国の文化の独自性に
ついて検討すべく、崇高論の大陸への受容と
いう問題に注目しながら描写詩の読解を進
めた。特に、サン＝ランベールの『四季』に
みられるバークの崇高論の影響について考
察した結果をフランスで出版された論文集
『詩の礼賛』に発表した（「５．主な発表論
文等」［図書］⑤）。 
 
（4）18世紀の詩人たちの模索と、初期ロマ
ン主義の詩人たちの詩学改革との関連づけ
をおこない、広い意味でのフランス文学史に
おける描写詩の重要性を確認した。その際、
研究代表者は、ただ韻文というジャンルにお
ける描写詩の位置づけを試みるのではなく、
啓蒙思想家の提示する美学論や人間論が描
写詩の発展に与えた影響に注目し、前ロマン
主義時代における新たな美意識の誕生（啓蒙
思想家の示す理論）と創造行為（詩的創造）
との関連を明らかにしようと試みた。本研究
課題遂行中には、特にジャック・ドリールの
晩年の著作『想像力』における感受性論に注
目し、考察の結果を紀要論文にまとめた（「５．
主な発表論文等」［雑誌論文］①）。このよう
な観点から、ドリールの晩年の著作を分析し
た研究は、フランスでもほとんど存在しない
ため、今後はフランスの研究論集に研究成果
を発表することを目指したい。 
 
（5）以上のような研究成果をより一般の読
者に向けた雑誌、図書において広く公開する
ことを試みた。たとえば、描写詩というジャ
ンルについて分かりやすく解説した論文を、
慶應義塾大学通信教育部在籍者向けの雑誌
『三色旗』に寄稿した（「５．主な発表論文
等」［雑誌］④）。 
 また、本項目(1)に示した研究成果をより一
般向けに書き直したものを、学部生向け入門
書『ルソーを学ぶ人のために』所収の『新エ
ロイーズ』の解説に組み込んだ（「５．主な
発表論文等」［図書］②）。 



 さらに、本項目(2)において紹介した研究成
果を発展させ、ルソーの自伝における自然描
写と描写詩との関係について検討した論考
を、やはり生成研究についての入門書『文学
作品が生まれるとき 生成のフランス文学』
に発表した（「５．主な発表論文等」［図書］
④）。同書においては、ルソーと描写詩に関
する個別研究のみならず、「系列的アプロー
チ」というフランス本国で用いられ始められ
ている新たなテクスト解釈の手法について
も紹介した。 
 最後に、国内のみならず、国外の読者にも
研究成果を発信するため、サン＝ランベール
の『四季』生成過程にディドロの人間論、美
学論が与えた影響に関する論考をフランス
本国で出版された論文集に寄稿した（「５．
主な発表論文等」[図書] ①）。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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